
熱中症予防・対応マニュアル 

大沢小学校 

１ 予防 

（1） 熱中症の理解 

・体温を平熱に保つために汗をかき、体内の水分や塩分（ナトリウムなど）の減少や血液の

流れが滞るなどして、体温が上昇して重要な臓器が高温にさらされたりすることにより発

症する障害の総称です。高温環境下に長期間いた後の体調不良は、すべて熱中症の可能性

があります。 

・死に至る可能性のある病態です。 

・予防法を知って、それを実践することで、完全に防ぐことができます。 

・応急処置を知っていれば、重症化を回避し後遺症を軽減できます。 

 

（2） どんな症状があるのか 

①熱中症の症状と重症度分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②暑さ指数（WBGT）＊WBGT計測器（保健室・プールセット内保管） 

暑さ指数（WBGT）は、人体と外気との熱のやりとり（熱収支）に着目した指標で、 

湿度、日射・輻射
ふくしゃ

など周辺の熱環境、気温の３つを取り入れたものです。 

労働や運動時の熱中症予防に用いられています。 

〇環境省熱中症予防情報サイト（http://www.wbgt.env.go.jp/) 
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※暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など 

（公財）日本スポーツ協会「スポーツ活動中の熱中症予防ガイドブック（2019）より 

http://www.wbgt.env.go.jp/


 

    ③ＷＢＧＴ測定器の管理について 

     〇外用（保健室保管） 

・養護教諭が朝、国旗掲揚塔付近にかけて、放課後回収する。 

      ※養護教諭が不在の場合は、職員室に保管し、日直が行う。 

 

     〇プール用（プールセット内保管） 

・プールの授業担当者が、実施前にプールのフェンスにかけて、授業後に 

回収する。 

 

④予防法 

 ・こまめな水分補給 ・エアコン、扇風機の上手な利用 ・タオル等で冷やす 

 ・部屋の温度を測る ・暑いときは無理をしない ・涼しい服装、帽子の着用 

 ・部屋の風通し ・緊急時の連絡先掲示 

 

 

（3） 学校としての対応策 

① 水筒持参 

 担当者 養護教諭 

 持参時期 通年（感染症拡大防止対策のため） 

 周知方法 保護者通知 

 ルール ペットボトル不可 毎日洗う スポーツドリンク（水、麦茶、氷可） 

 

② 水道水によるミスト噴射 

 担当者  児童指導主任 

 設置時期 6月 

 噴射時間 1校時から６校時 

 噴射係  生活当番 

 周知方法 職員会議（朝の打合せ） 

 ルール  ミストに歩いてあたる（1分間以上あたらない） 授業に遅れない。 

 

③ 扇風機 

 担当者  教頭 

 設置時期 ６月 

 使用期間 ６月～9月  

 使用責任者 担任 

 周知方法 職員会議（朝の打合せ） 

 ルール  各学級2台まで 児童は触らない 安定した場所に置く。 

 

④ エアコン 

 担当者  教頭 

 使用時期 ６月～10月 

 使用時間 1校時から6校時 

 使用責任者 担任  

 周知方法 職員会議（朝の打合せ） 

 ルール  27.5℃以上でスイッチを入れる。 児童は触らない。 



 

２ 対応 

（１）熱中症を疑ったときは何をするべきか 

 

 〇冷やすときに効果的な場所 

  ～体表近くの太い静脈～ 

  

首の両脇 

腋（わき）の下 

大腿の付け根の全面 

〇冷やし方 

・凍らせたペットボトル、保冷剤、氷のう等（職員

室、保健室にあり）をタオルでくるみ当てる。 

・濡れタオルを体に当て、扇風機やうちわで風を

当てる。 

※市販のジェルタイプのシートには、熱中症の治

療のために体を冷やす効果はない。 

 

〇経口補水液（フローチャート チェック３） 

 ・自力で摂取できるか確認する。（職員室、保健

室にあり。） 



 

 

 



（２）対応経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意識あり 

事故発生 

その場の応急処置 

（養護教諭 必ず誰かが） 

通報（児童→近くにいる教職員）（教職員→校長、養護教諭、担任） 

状況把握 

担任（聞き取り） 

教頭（現場確認） 

涼しい場所への移動

の移動 

担任以外（他児童指導） 

意識の確認・報告 

（養護教諭） 

救急車要請 

（校長） 脱衣と冷却 

水分補給 

意識なし 

返事異常 

涼しい場所への移動

の移動 

脱衣と冷却 

医療機関へ搬送 

（養護教諭→乗車） 

（校長→追走） 

（教頭→市教委連絡） 

（担任→家庭連絡） 

（教務→記録） 

（他教諭→児童指導） 

自力での水分補給可能 

自力での水分補給不可能 

水分・塩分補給 

症状の改善なし 症状回復 

 

校長→措置決定 

校長→役割・連絡指示 

市教委 

（２１―５１６７） 

上 都 賀 教 育 事 務 所

（0289-62-7167） 

教頭→市教委報告 

養護教諭→記録の整理 

担任→家庭連絡 

教務→記録の整理 

校内反省と今後の対策 

（職員会議） 

なぜ、どうして、どこに原因が 

これから（いつ、どこで、だれが、なにを、

どうする。） 

家庭訪問 

お詫びと説明 

いつ、どこで、だれが、何を、どうした 

今後（いつ、どこで、だれが、なにを、ど

うする） 

報告書の作成と提出（校長、教頭） 

 

個人の記録の作成と保管（担任、養護教諭） 


